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10 — 衣服の 礼儀作法 


• 衣服の 徳： 

1 一 それは 身を 飾ります。 崇高なる アッ ラーは 仰ら れ ました：- 
アー ダムの 子ら （人類） よ、 どこの モスクで も （衣服で もって） 身を 着飾る 
の だ。， （タノ レアー ン 7 : 31) 


2 — それは 体の 恥部を 覆います。 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました：- 
アー ダムの 子ら （人類） よ、 われら （アツ ラーの こと） は あなた 方に、 あな 
た 方が （シャイ タ ーンの 策略に よっ て 人類の 祖アー ダム と ハウ ワ ーが 露わに 
された ところの） 恥部を 覆うた めの 衣服と 着飾る ための 衣服を 授けた。 そし 
て タク ワ ー 1 という 衣 こそは 最上の もの。 これ （アツ ラーが 人類に 衣服を 与え 
られ たこと） こそは、 彼らが それに よって 教示を 受ける であろう アツ ラーの 
みしる しの 1 つなので ある。， （ク ルアー ン 7: 26) 


3 — それは 寒暑な どから 身を 守って くれます。 崇高なる アツ ラーは 仰ら れ まし 
た：- 

そして （アツ ラーは） あなた 方の ために、 暑さを しのぐ 衣服と 寒さを 防ぐ 衣 
服を 与えられた。， （ク ルアー ン 16: 81) 

• アツ ラーが アー ダムの 子ら （人類） に 定められた 衣服： 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： ■ 

アー ダムの 子ら （人類） よ、 われら （アツ ラーの こと） は あなた 方に、 あな 
た 方が （シャイ ターンの 策略に よって 人類の 祖アー ダムと ハ ウワーが 露わに 
された ところの） 恥部を 覆うた めの 衣服と 着飾る ための 衣服を 授けた。 そし 
て タク ワー という 衣 こそは 最上の もの。 これ （アツ ラーが 人類に 衣服を 与え 
られ たこと） こそは、 彼らが それに よって 教示を 受ける であろう アツ ラーの 
みしる しの 1 つなので ある。， （ク ルアー ン 7: 26) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れま した：- 

言え、 「 （アツ ラーが） その しもべの ために 提供され た アツ ラーの 装飾品と 
、 その 糧 からのよ きものを 禁じる 者は 何様で ある ことか？」 言え、 「それら 
は 現世に おいては （そもそも） 信仰者の ための もの （だが、 不信仰 者 も その 
享楽に 与る ことが 出来る）。 そして （それらは） 審判の 日に おいては、 彼ら 
(信仰者） のみの ための ものな の だ。」 このように われら （アツ ラーの こと 
) は、 知識 ある 民に みしる しを 明らかにす るので ある。， （ク ルアー ン 7 : 3 
2 ) 


• 最良の 衣服： 


訳者 注： 「タク ワ ー」 は 「自らを 守る」 という 動詞の 名詞 形。 つまり ァツ ラーを 畏れ、 また その お怒りと 懲罰に つ 
ながる ような 行い-つまり かれが 命じられた ことに 反したり、 あるいは 禁じられた 事柄を 犯 したりす る ことな ど- 
を 避け る ことで、 自ら の 身を アツ ラ ーの お怒り や 懲罰から 守る こと を 意味し ます。 


1— イブ ン •アツ バース （彼らに アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 
「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：" 

白い 衣服を 着る の だ。 それは 最良の 衣服で あるから。 そして それでもって あ 
なた 方の 亡き人を くるむ の だ。"」 （アブー. ダー ウー ドと イブ ン .マージ 
ャの 伝承 2 ) 

2 — アナス. ブン .マー リク （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました 

: 「預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 最も お気に入りの 服は 
、 ア ノレ = ヒノく ラでした。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 3 ) 

ア ノレ ニ ヒバ ラとは、 美しい 装飾を 施された 綿、 あるいは 亜麻製の 衣服です 4 


3 — ウン ム •サラマ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 最も お気に入りの 服 
は、 長 衣でした。」 （アブー •ダー ウー ドと イブ ン .マージ ャの 伝承 5 ) 

• 男性 及び 女性に と っての 腰布の 着衣 位置： 

1— アブー* サイード* アル =フ ドウ リー （彼に ア ツ フーの ご 満悦 あれ） 

は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言いました：" ムス リムの 腰布は、 下肢の 半分 （の 位置） までで ある。 そし 
て そこから くるぶしまでの 間で あれば、 何の 気兼ね も 間違い もない。 だが く 
るぶ しの 下にまで 達した 部分は、 地獄の 業火の 中に ある。 下半身を 覆う 衣を 
奢り 高ぶって 引きずって 歩く 者は、 アツ ラーが 彼を 見守られないで あろう。 

" (アブー. ダー ウー ドと イブ ン. マージ ャの 伝承 6 ) 

2 — イブ ン •ウマル （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 下半 
身を 覆う 衣を 奢り 高ぶって 引きずって 歩く 者は、 審判の 日アツ ラーが 彼を 見 
守られないで あろう。" すると ウン ム •サラマ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あ 
れ） は 言いました：" それでは 女性は、 衣の 足元を どうすべき でしよう か？ 

" (アツ ラーの 使徒は） 言いました：" （下肢の 下半 分の 位置から） 手の平 1 
つ 分 だけ 余分に 伸ばしなさい。" （ウン ム* サラマは） 言いました：" それ 
では 女性の 足が 露わに なって しまいます。" （すると アツ ラーの 使徒は） 言 


真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4061) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3426) 、 ス ナン • 
イブ ン •マージ ャ （1472) 、 サ ヒー フ •イブ ン •マージ ャ （1201) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの。 

3 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5813) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2079 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

4 

訳者 注： 他に も、 イエメン 製の 上衣と か、 刺繍の 入った 上等な 服と か、 緑色の 服と か、 また 当時 イエメンで 最高級 
と されて いた 綿 製の 衣服であった、 などと いう 解釈が あります （イブ ン • ハジ ャル 著サ ヒー フ • アル =ブ ハーリー 

解釈 「ファ トウ フ • アル = バーリー」 参照）。 

5 

真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4025 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3396) 、 ス ナン. 

イブ ン •マージ ヤ （3575) 、 サ ヒー フ •ス ナン •イブ ン •マージ ヤ （2 877) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの。 

6 

真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4093 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3449) 、 ス ナン. 
イブ ン •マージ ャ （3573) 、 サ ヒー フ •イブ ン •マージ ャ （2875) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの。 
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いました：" それでは せいぜい 1 腕 尺 分 7 まで 伸ばしなさい。 それ 以上 伸ばし 
ては ならない。"」 （アツ = テイル ミズ イーと アン = ナサ ー イーの 伝承 8 ) 

• イス バール n こ 対する 警告： 


1— アブ ドッ フー* ブン* ウマル （彼らに アッ フーの ご 満悦 あれ） によれば、 
預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「イス バー ノレ 
は 腰布と 長 衣、 そして ターバン にある。 それらを 奢り 高ぶって 長く たらして 
いる 者は、 審判の 日に アッ ラーが 見守って 下さる ことは ないで あろう。」 （ 
アブー. ダー ウー ドと アン = ナサ ー^ f 一の 伝承 1 り 

2 — アブー •ザッ ル （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼 
に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました ： P (次に 挙げる） 3 人は 
審判の 日、 アッ ラーから 語り かけられる こと もなければ、 ご 慈悲を かけられ 
る こ ともなく、 また その 罪から 清められる こと もない。 そして 彼らには 痛ま 
しい 懲罰が あるの だ。" アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ） はそう 3 回 繰り返しました。 私は 言いました：" （そのような 者たち こそ 
) よき ものを 禁じられた 損失 者です。 アッ ラーの 使徒よ、 一体 それは どのよ 
うな 者の ことです か？" （アッ ラーの 使徒は） 言いました：" イス バールを 
する 者と、 恩を 着せたり 自らの 名声 ゆえに 施す 者、 そして 偽りの 誓いの 言葉 
を もって 商品を 売る 者で ある。"」 （ムス リムの 伝承 11 ) 

3 — アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （ 
彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「くるぶしの 下に かか 
る 腰布の 部分は、 地獄の 業火の 中に ある。」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 12 ) 

• 禁じられた 衣服と しとね： 

1— ウマル • ブン. アル = ハッター ブ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言 
いました： 「アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言い 
ました：" 絹を まとって はならない。 それを 現世で 身に 付けた 者は、 来世で 
それを まとう ことは ない ので あるから。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リム 
の 伝承 13 ) 


訳者 注： 1 腕 尺とは 一般的に 約 46 cm 、 あるいは 約 114 cm などと 見られ ますが、 イス ラーム 法に おける 1 腕 尺は それより 
短い 単位で あると いわれます （アル =ム バーラ クフ ー リー 著 ジャー ミウ •アツ = テイル ミズ イー 解説 「トフ ファト 
• アル =ア フワ ズ イー」 より）。 

8 

真正な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1731) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1415) 、 スナ 
ン •アン = ナサ ー イー （5336 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （492 9) 。 文章は アツ = テイル ミズ イーの 

もの 0 

9 訳者 注： くるぶしの 下まで 衣服を 垂らす こと、 あるいは 衣服の 1 部分を 必要 以上の 長さに する こと。 

10 

真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4094 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3450) 、 ス ナン. 
アン = ナサ ー イー （5334) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （492 7) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの 文章。 

11 サ ヒー フ •ムス リム （106) 。 

12 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5787) 。 

13 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5834) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 069 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

3 



2 — アブー* ムーサー • アル = アシュアリー （彼に ア ツ フーの こ 満悦 あれ 
) によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言い 
ました： 「絹 製の 衣服と 金は、 私の ウン マ （共同体） の 男性に 禁じられた。 
そして 女性には 許された ので ある。」 （アツ = テイル ミズ イーと アン = ナサ 
ー イーの 伝承 14 ) 

3 — アル = バラ ー ゥ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「預言 
者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 私たちに、 7 つの ことを 命じられ 
ました： （それらは つまり） 病人を 見舞う こと、 葬儀への 参列、 くし やみを 
した 者に" ヤル ハム カツ ラー （アツ ラーが あなたを 慈しまれます よう）" と 
言う こと （です）。 そして 私たちに 絹 や 錦、 絹で 縫われた 衣服、 金襴を まと 
うこと、 また 絹 製の しとね を 禁じられました。」 （アル =ブ ハーリーと ムス 
リ ムの 伝承 15 ) 

4 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 私の 
時代には まだ 出現して いない、 2 種類の 地獄の 民が ある ： 牛の 尾の ような 鞭を 
手に 人々 を 殴る 者たち と、 体の 一部を 露わに する ようないで たちを し 16 、 自ら 
真理から 遠の き、 かつ 他人を も 迷わせる ような 女性たち である。 彼女たち は 

(布 や 装飾品な どで） 頭を 巨大な ラク ダの コブの よう に 飾り 立て 盛り 上げさ 
せて おり、 天国に 入る こと もなければ、 その 芳香に 与る こと もない。 その 芳 
香は しかじかの 行程まで 漂って 来る の も 関わらず、 である。"」 （ムス リム 
の 伝承 17 ) 

5 — アブ ドツ ラー. ブン. アム ル. ブン. アル = アース （彼らに アツ ラーの 
ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 
祝福 あれ） は、 私が 2 枚 組みの 黄色い 衣服を まとって いるのを 見て、 こう 言い 
ました：" その 服は 不信仰 者の ものであるから、 着る のでは ない。"」 （ム 
スリムの 伝承 18 ) 

6 — フ ザイフ ァ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「預言者 （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 私たちに、 金銀の 器で 飲食す る ことと 

、 絹 や 錦を まとう こと、 そして それらの 物の 上に 座る ことを 禁じられました 
。 」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 19 ) 

7 — アブー. アル =マ リーフ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） がその 父から 伝 
える ところに よれば、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 猛獣 


真正な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （17 2 0) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1404) 、 スナ 
ン •アン = ナサ ー イー （5 2 65 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （4754) 。 文章は アツ = テイル ミズ イーの 

もの。 

15 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5849) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 066 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

16 

訳者 注： 別の 解釈では、 アツ ラーの 恩恵に 与りつつ も それに 感謝し ない 者たち、 また 衣服を 身に 付けて はいても、 
善行 や 来世の 意識 やアッ ラーに 対する 服従な どに おいて 欠落して いる 者たち、 また 肌が 透ける ほどに 薄い 衣装を ま 
とった 者たち、 などと いう 意味に も 取れます （アン =ナ ワウ イー 著サ ヒー フ •ムス リム 解釈より）。 

17 サ ヒー フ •ムス リム （2128) 。 

18 サ ヒー フ •ムス リム （2 077 ) 。 

19 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （583 7) 。 
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の 皮 （の 利用） を 禁じました。 （アブー •ダー ウー ドと アツ = ティル ミズ ィ 
一の 伝承 2 °) 


また 十字架 や 魂の ある 生物の 描かれた 衣服 や、 他人から 際立った よ うな 華 
々 しい 出で立ちを する こと も 許されて いません。 

• 禁じられた 歩き 方 や 服装： 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- 

そして 奢り 高ぶって 人々 から 頰を 背けて はならず、 地を 高慢に 歩いて はなら 
ない。 アツ ラーは いかなる 驕慢な 自惚れ 屋も 愛でられな いの だ。 そして 節度 
を もって 歩み、 声を 低めよ。 最も 醜悪な 声とは、 ロバの 鳴き声で あるの だか 

ら。， （クノ レアー ン 31 : 18-19) 

2 — 至高の アツ ラーは 女性に 対して、 こう 仰ら れま した：- 
そして （女性の 信仰者た ちは） 衣服の 下の 装飾品 （の 音） を （高らかに 鳴ら 
して） 人に 聞かせる ために、 足を 打つ ようにして （歩いて） はならない。， 

(ク ルアー ン 24 : 31) 


3 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 2 種類の 衣服の 身 だし 
なみを 禁じました： （1 つは） その 恥部を 隠す 物 も 着けぬ まま、 1 枚の 布を ま 
とって 両足を 胸元に 抱え込む ようにして 座る こと。 そして （もう 1 つは、 穴の 
ない） 1 枚の 布で 体の いかなる 部分 も 外に 出す ことなく、 す っぽり 完全に 覆っ 
てし まう ことです。」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 21 ) 

4 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「預 
言 者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：" ある 男が 2 枚 組 
みの 衣を まとい、 長髪を 肩に なびかせつつ 自惚れながら 歩いて いると、 アツ 
ラーが 大地の 中に 彼を 飲み込ませた。 そして 彼は 審判の 日が 来る まで、 そこ 
でもが き 転がり 続ける の だ。" （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 22 ) 

5 — イブ ン .アツ バース （彼らに アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 
「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 女性を 模倣す る 

男性と、 男性を 模倣す る 女性を 呪いました。」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 23 ) 


6 — イブ ン •ウマル （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" ある 民と 


真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4132) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3480) 、 ス ナン- 
アツ = テイル ミズ イー （1770) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1450 ) 。 文章は アブー •ダー ウー ド 

の もの。 

21 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （58 21) 。 

22 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5789) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 088) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

23 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （58 8 5 ) 。 
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同様の 出で立ちを する 者は、 彼らの 仲間で ある。"」 （アブー •グー ウー ド 
と アフマ ドの 伝承 24 ) 


• 女性が 衣服 や 装飾品で 人目 も 露わに 着飾らな いこと： 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- 

預言者よ、 あなたの 妻たち と 娘たち、 女性の 信仰者た ちに、 彼女ら が 頭の 先 
から 外衣を 羽織る ように 言う の だ。 そうすれば 彼女ら は （奴隸 ではなく 自由 
民で あると） 認識され やすく、 それで 害を 被る こと もなくなる であろう。 ア 
ツ ラーは お赦し 深く、 慈悲 深い お 方で ある。， （ク ルアー ン 3 3 : 5 9 ) 

2 — 至 高の アツ ラーは 仰ら れま した：- 

そして 女性の 信仰者た ちに、 視線を 慎んで 貞操を 守り、 （やむ を 得ず） 現れ 
る 飾りの 他は 露わに しないよ うに 言う の だ。 そして 彼女ら に、 頭巾を 胸の 辺 
りまで 垂らす ように させよ。， （ク ルアー ン 24:31) 

3 — 至 高の アツ ラーは 仰ら れま した：- 

そして 更年期に 入り、 結婚 も 望まない ような 高齢の 女性は、 装身具を 露わに 
して 着飾る こと がなければ、 （女性に とって 禁じられた 体の 部位が 露わに な 
ら ない 範囲で） 外衣を 着用せ ずと も 罪は ない。 しかし （そのよう にせず） 慎 
ましく ある 方が、 彼女たち に とってよ いこと である。 アツ ラーは 全知 全 聴の 

お 方。， （ク ルアー ン 24 : 60) 

• 身を 飾り、 清潔 さを 尊ぶ こと： 

1— アブー. アル =ア フワ ス がその 父から 伝える ところに よれば、 彼は 言 
いました： 「私 （アブー. アル =ア フワ スの 父） が 粗末な 服を まとって 預言 
者 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） の もとに 赴く と、 彼は こう 言い ま 
した：" あなたに 財産は あるか？〃 私は 言いました：" はい。" （預言者は 
) 言いました：" それは いかなる 財産 か？" 私は 言いました：" アツ ラーは 
私に、 ラク ダ や 羊、 馬 や 奴隸を 授けられました。" （すると 預言者は） 言い 
ました：" アツ ラーは あなたに 財産を お恵みに なられた の だから、 アツ ラー 
の 恩恵と 栄誉の 印が あなた （の 姿） に 反映され るよう にしなさい。"」 （ア 
ブー. ダー ウー ドと アン = ナサ ー^ f 一の 伝承， 

2 — ジャー ビル. ブン. アブ ドツ ラー （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 
言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 私 
たちの もとに やって来た 時、 髪を ぼさぼさに 乱して いる 男を 見て こ う 言い ま 
した：" この 男は 自分の 髪を 梳かす 物がない のか？" そして 別の 男が 汚れた 
衣服を 身に 着けて いるのを 見て、 こう 言いました：" この 男は 自分の 衣服を 


良好 かつ 真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （403 1 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3401 ) 、 
ムス ナド •アフ マド （5114) 。 イル ワーウ •アル = ガリー ル （1 269) 参照。 

25 

真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4063 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （342 8) 、 ス ナン. 
アン = ナサ ー イー （52 24) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （482 0) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの。 
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洗う 物 さえない のか？"」 （アブー. ダー ウー ドと アン = ナサ ー イーの 伝承 26 


• 頭に 着け る もの： 

アム ル • ブン •フライス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「 
(今でも） 私は、 黒い ターバンを まとって その 両端を 両 肩の 間に 垂らした ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が、 説教 壇の 上に 立っ 
ている 姿を 眼前に 見て いるかの ようで ある。」 （ムス リムの 伝承 27 ) 

• 新しい 衣服を 着用す る 時に 言う こと： 

アブー .サイード* アル = フ ドウ リー （彼に ア ツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言 
いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 長 衣 
であろう と ターバンで あろうと、 新しい 衣類を 着用す る 時には アツ ラーの 御 
名を 唱えました。 そしてこう 言いました：" アツ ラーよ、 全ての 讃美は あな 
たにこ そ あれ。 あなた こそが 私に これを 着せて 下さいました。 これに ある 良 
きものと、 これに よって 得られる 良き ものを 与えて 下さいます ように。 そし 
て あなたに そこに ある 悪しき ものと、 それに よって 得られる 悪しき ものから 
の ご 加護を 求めます 28 。"」 アブー •バスラは こう 言って います： 「預言者 （ 
彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち は 誰かが 新しい 衣服を 着用 
した 時には、 彼に こう 言った ものでした：" （その 服が） 着古され、 その後 
更に アツ ラーが 新しい 物を 与えて 下さいます よう。 2 ”」 （アブー •ダー ウー 
ドと アツ = テイル ミズ イ ーの 伝承 30 ) 

• 新しい 衣服を 着用した 者が 言われる ドク アー （祈願） の 言葉： 

ウン ム* ハーリド* ビン ト • ハーリド （彼女に アツ フーの ご 満悦 あれ） は 
言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の も 
とに、 黒い 模様 付きの 絹 織り の 服を 含む 何枚 かの 衣類が もって 来られました 
。 （アツ ラーの 使徒は 人々 に） 言いました：" この 絹 織りの 模様 付きの 服を 
、 誰に 着せたら よいと 思う か？" すると 人々 は 黙り込んで しまいました。 （ 
アツ ラーの 使徒は） 言いました：" ウン ム •ハー リ ドを 連れて来なさい。" 
そして 私は 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとに 連れて来 
られ、 彼の 手で もって それを 着せられました 31 。 そして 彼は 私に 2 回、 こう 言 


真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （4062) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3427) 、 ス ナン • 
アン = ナサ ー イー （5236) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （4832) 。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの。 

27 サ ヒー フ •ムス リム （13 59 ) 。 

28 

訳者 注： つまり その 衣服を アッ ラーへの 服従 や 崇拝 行為に 用いれば、 それに よって 報奨が 得られ ますが、 その 衣 
服を アツラ ーへの 反逆 行為 や 不服従 に 用 レ ヽれ ば、 それによ っ て 罪が 得 られる ことになります。 

29 

訳者 注： つまり その 衣服が 着古され、 その後 別の 新しい 衣服を 得る 時が 来る まで 長生きし ますよう に、 という 意 
味です。 

30 

真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （4020 ) 、 サ ヒー フ • ス ナン. アブー. ダー ウー ド （3393) 、 ス ナン. 
アツ = テイル ミズ イー （1767) 、 サ ヒー フ • ス ナン • アツ = テイル ミズ イー （1 446 ) 。 文章は アブー. ダー ウー ド 

の もの。 

31 訳者 注： 服は 子供用の もので、 当時 彼女は まだ 子供でした。 



いました：" （その 服が） ぼろに なり、 着古され るまで あなたが 長生きし ま 
すよう。"」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 32 ) 


• 靴の 履き 方： 

1— ジャー ビル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は 私た 
ちの 参加した ある 戦役に おいて、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ） がこう 言う のを 聞きました：" 靴を 履く ようにせ よ。 靴を 履けば、 乗り 
物に 乗って いるよう （に 安全） な ものであるから。" （ムス リムの 伝承 33 ) 


2 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使 
徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「靴を 履く 時は 右 
足から 始める の だ。 そして 脱ぐ 時は 左足から にせよ。 右足を 先に 履く 方と し 
、 後に 脱ぐ 方と する の だ。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 34 ) 

• 男性の 指輪は どの 指に 装着す るか？： 

1— アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （ 
彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 金の指輪を 禁じられました。 （アル 
=ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 35 ) 


2 — アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） の 指輪は 銀製で、 その 石の 部分 も 銀でした。 （アル = 
ブ ハーリーの 伝承 36 ) 


3 — アナス •ブン .マー リク （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 右手に 銀の 指輪を してい 
ました。 それには エチオピア 産の 石が 嵌めて あり、 彼は その 石が 手の平 側に 
向く ようにして いました。 （ムス リムの 伝承 37 ) 


4 ー アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「預言者 （彼に アツ 
ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 指輪を 作り、 こう 言いました：" 私は 指輪を 
作り、 そこに （アツ ラーの 使徒 ムハンマド、 と） 文字を 刻んだ。 ゆえに あな 
た 方の いかなる 者 も、 （同様の 文字を） 指輪に 刻んで はならない。" 私 （ア 
ナス） は （今でも 眼前に） 彼の 小指の （指輪の） 輝きを 見て いるかの ようで 
す。」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 38 ) 

• 女' 性が 装着 しても よ レ 、金銀 製品： 


32 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5845) 。 

33 サ ヒーフ •ムス リム （2 096 ) 。 

34 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （585 6) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 097 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
35 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5864) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2089) 。 

36 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5870) 。 

37 サ ヒー フ •ムス リム （2 0 94 ) 。 

38 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5874) 。 
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1— イブ ン .アツ バース （彼らに アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 
「私は 預言者 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） と共に イー/^ に 出席し 

ました。 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 説教の 前に 礼拝す 
ると、 それから 女性のと ころに 赴きました。 すると 彼女たち は、 （施しを 集 
める ために 預言者に 随伴して いた） ビラールの （広げられた） 衣の 中に、 大 
小の 指輪を 投げ入れ 始めました。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 4 °) 

2 — アー イシ ャ （彼らに アッ フーの ご 満悦 あれ） によれば、 彼女は ア スマ 
ーウ から 首飾りを 借りて、 それを 紛失して しまいました。 それで アッ ラーの 
使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 1 人の 男を （その 捜索の ため） 
使いに 出し、 彼は それを 見つけました。 そして 礼拝の 時間が 来ました が、 彼 
らは 水を 持ち合わせて いなかった ので、 （ウ ドウ ー 41 する ことな しに そのまま 
) 礼拝し ました。 その後 彼らは そのこと を アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） に 訴えました が、 こうして アッ ラーは アッ =タ ヤン ム 
ムの 節 42 を 啓示され たのでした。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 43 ) 

• 衣服 やしと ねを 慎まし くす る こと： 

1— アブー •ブルダ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アー 
イシ ャは 粗い 生地の 上衣と 腰巻 用の 布を 取り出し、 私たちに それを 見せる と 
、 こう 言いました：" 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 魂が 

(現世を 離れて） 旅立った 時、 彼は これら （の 衣服） を まとって いたのです 
。 " 」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 44 ) 

2 — アー イシ ャ （彼女に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アッ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 身を 横たえる ベッドは、 木の 繊 
維が 詰められた なめし 革 製の ものでした。 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 
伝承 45 ) 


39 訳者 注： ここでの 「イード」 は 「イード. アル = フイ トウル」 つまり 断食 明けの 祭日の こと。 

40 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5880) 、 サ ヒー フ •ムス リム （884) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

41 訳者 注： イス ラームに おいて 定められた ある 一定の 形式に おける、 心身の 清浄 化を 意図した 体の 各部 位の 洗浄。 
42 

訳者 注： 「タヤ ン ムム」 とは、 水が 存在し なかったり、 あるいは それが 正当な 理由で 使えない 状態に ある 時、 砂 や 
埃を 水の 代用 物と して 体を 清浄な 状態に する ことです。 ク ルアー ンの 4 章 43 節 参照の こと。 

43 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （336) 、 サ ヒー フ •ムス リム （367) 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

44 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5818) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 082 ) 。 文章は ムス リムの もの。 

45 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （64 56) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 082 ) 。 文章は ムス リムの もの。 
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